
衛生管理者免許試験 公表問題 
 

労働衛生（有害業務） 
 

 

① 空気中の有害物質 

② 粉じんによる健康障害 

③ 金属による健康障害 

④ 有機溶剤による健康障害 

⑤ 化学物質等よる健康障害 

⑥ 騒音による健康障害 

⑦ 電離放射線による健康障害 

⑧ 有害要因による健康障害 

⑨ 化学物質のリスクアセスメント 

⑩ 労働衛生対策 

⑪ 作業環境測定 

⑫ 局所排気装置 

⑬ 労働衛生保護具 

⑭ 特殊健康診断 
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 ⑥ 騒音による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 8 年 4 月】 

【問１４】 厚生労働省の「騒音障害防止のためのガイドライン」に基づく騒音障害防止対策に関する次の

記述のうち、適切でないものはどれか。 

（１）衛生管理者、安全衛生推進者等から騒音障害防止対策の管理者を選任し、ガイドラインで定め

る事項に取り組ませる必要がある。 

（２）騒音対策としては、騒音発生源対策、伝ぱ経路対策、受音者対策（聴覚保護具の使用、作業時

間の制限）があるが、このうち聴覚保護具の使用が最優先の対策である。 

（３）屋内作業場では、原則として作業環境測定（定点測定）により等価騒音レベルの測定を行うが、

騒音源が移動する場合には、個人ばく露測定により測定することができる。 

（４）雇い入れの際の騒音健康診断では、250Ｈz、500Ｈz、1,000Ｈz、2,000Ｈz、4,000Ｈz、6,000Ｈ

z及び 8,000Ｈz における聴力の検査を行う。 

（５）騒音健康診断結果に基づく事後措置を講じる際には、加齢性難聴の影響を考慮する必要がある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（３）（４）（５）正しい 

（２）誤り：「聴覚保護具の使用」⇒「騒音発生源対策」。騒音対策で最も効果的なのが、騒音発生源 

対策である。 

＊解答＊ （２） 
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 ⑥ 騒音による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和７年 10 月】 

【 問１４ 】 作業環境における騒音及びそれによる健康障害に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。 

（１）騒音性難聴の初期に認められる 4,000Ｈz付近の音から始まる聴力低下の型をｃ５dipという。 

（２）音圧レベルは、通常、人間が聴くことができる最も小さな音圧に対する比の常用対数を 20倍し

て求められる。 

（３）騒音は、自律神経系や内分泌系へも影響を与えるため、騒音ばく露により、交感神経の活動の

亢進や副腎皮質ホルモンの分泌の増加が認められることがある。 

（４）人が聴くことのできる音の周波数は、10Ｈz から 30,000Ｈz 程度までであり、このうち会話音

域は 2,000Ｈz から 4,000Ｈz程度までである。 

（５）等価騒音レベルは、時間的に変動する騒音レベルのエネルギー的な平均値を表す量で、変動す

る騒音に対する人間の生理・心理的反応とよく対応している。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀  

（１）（２）（３）（５）正しい。 

（４）誤り：人が聴くことができる音の周波数は、およそ 20～20,000Ｈz であり、人の会話域は、通

常 500Ｈz～2,000Ｈz 程度である。 

＊解答＊  （４） 
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 ⑥ 騒音による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 6 年 10 月】 

【 問１７ 】 作業環境における騒音及びそれによる健康障害に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。  

（１）音圧レベルは、通常、その音圧と人間が聴くことができる最も小さな音圧 (20µPa)との比の常用

対数を 20倍して求められ、その単位はデシベル (dＢ)で表される。  

（２）等価騒音レベルは、単位時間(１分間)における音圧レベルを 10 秒間ごとに平均化した幾何平

均値で、変動する騒音レベルの平均値として表した値である。  

（３）人が聴くことができる音の周波数は、およそ 20～20,000Ｈzである。  

（４）騒音性難聴の初期に認められる 4,000Ｈz付近の音を中心とする聴力低下の型を c⁵dipという。  

（５）騒音は、自律神経系や内分泌系へも影響を与えるため、騒音ばく露により、交感神経の活動の

亢進や副腎皮質ホルモンの分泌の増加が認められることがある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（３）（４）（５）正しい 

（２）誤り：等価騒音レベルは、時間と共に変動する騒音について、一定時間の平均的な騒音の程度

を表す指標のひとつ。 

＊解答＊  （２） 
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 ⑥ 騒音による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 5 年 10 月】 

【 問１５ 】 作業環境における騒音及びそれによる健康障害に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。 

（１）騒音レベルの測定は、通常、騒音計の周波数重み付け特性Ａで行い、その大きさは dＢで表す。 

（２）騒音性難聴は、初期には気付かないことが多く、また、不可逆的な難聴であるという特徴がある。 

（３）騒音は、自律神経系や内分泌系へも影響を与えるため、騒音ばく露により、交感神経の活動の

亢進や副腎皮質ホルモンの分泌の増加が認められることがある。 

（４）騒音性難聴では、通常、会話音域より高い音域から聴力低下が始まる。 

（５）等価騒音レベルは、中心周波数 500Ｈz、1,000Ｈz、2,000Ｈz及び 4,000Ｈz の各オクターブバ

ンドの騒音レベルの平均値で、変動する騒音に対する人間の生理・心理的反応とよく対応する。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（２）（３）（４）正しい 

（５）誤り：等価騒音レベルは、変動している騒音レベルを一定時間内の平均値として表した値。 

＊解答＊ （５） 
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 ⑥ 騒音による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 5 年 4 月】 

【 問１５ 】 作業環境における騒音及びそれによる健康障害に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。 

（１）人が聴くことができる音の周波数は、およそ20～20,000Ｈzである。 

（２）音圧レベルは、通常、その音圧と人間が聴くことができる最も小さな音圧(20μPa)との比の

常用対数を20倍して求められ、その単位はデシベル(dＢ)で表される。 

（３）等価騒音レベルは、単位時間(１時間)について10分間ごとのピーク値の騒音レベルを平均化

した評価値で、変動する騒音に対して適用される。 

（４）騒音性難聴では、通常、会話音域より高い音域から聴力低下が始まる。 

（５）騒音性難聴は、音を神経に伝達する内耳の聴覚器官の有毛細胞の変性によって起こる。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（２）（４）（５）正しい 

（３）誤り：等価騒音レベルは、変動する騒音レベルを一定時間内の平均的な値として騒音の程度を

表す指標のひとつ。  

＊解答＊ （３） 
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 ⑥ 騒音による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【令和 3 年 10 月】 

【 問１６ 】 作業環境における騒音及びそれによる健康障害に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。 

（１）音圧レベルは、その音圧と、通常、人間が聴くことができる最も小さな音圧(20 µPa)との比

の常用対数を20倍して求められ、その単位はデシベル(dＢ) で表される。 

（２）等価騒音レベルは、単位時間（１分間）における音圧レベルを10秒間ごとに平均化した幾何

平均値で、変動する騒音レベルの平均値として表した値である。 

（３）騒音レベルの測定は、通常、騒音計の周波数重み付け特性Ａで行う。 

（４）騒音性難聴の初期に認められる4,000Ｈz付近を中心とする聴力低下の型をｃ５dipという。 

（５）騒音は、自律神経系や内分泌系へも影響を与え、交感神経の活動の亢進や副腎皮質ホルモン

の分泌の増加が認められることがある。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（３）（４）（５）正しい 

（２）誤り：等価騒音レベルは、時間と共に変動する騒音について、一定時間の平均的な騒音の程度

を表す指標のひとつで、変動する騒音に対する人間の生理・心理的反応とよく対応する。 

＊解答＊ （２） 
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 ⑥ 騒音による健康障害（労働衛生 有害業務） 

 

 

 

（関係法令 有害業務） 【平成 30 年 10 月】 

【 問１６ 】 作業環境における騒音及びそれによる健康障害に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。 

（１）騒音レベルの測定は、通常、騒音計の周波数補正回路のＡ特性で行い、その大きさはｄＢ（Ａ）

で表示する。 

（２）騒音性難聴は、感音性の難聴で、耳鳴りを伴うことが多い。 

（３）騒音は、自律神経系や内分泌系へも影響を与える。 

（４）騒音性難聴は、騒音により中耳の有毛細胞が変性することにより生じる。 

（５）等価騒音レベルは、時間的に変動する騒音レベルのエネルギー的な平均値を表す量で、変動す

る騒音に対する人間の生理・心理的反応とよく対応している。 

 

 

 

 

▶▶解説◀◀ 

（１）（２）（３）（５）正しい 

（４）誤り：「中耳」⇒「内耳」。 

＊解答＊ （４） 


